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本
基
督
教
婦
人
協
会
主
催

昭
和
九
年
度
婦
選
デ
ー
準
備
資
料

我
が
国
の
婦
人
参
政
権
獲
得
運
動
は
、
大
正
中
期

以
降
、
執
擁
に
続
け
ら
れ
た
が
、
そ
の
一
端
を
キ
リ

ス
ト
者
婦
人
が
担
っ
て
い
九
。
彼
女
ら
の
代
表
は
、

大
正
十
年
に
萬
国
婦
選
大
会
に
出
席
し
て
世
界
の
婦

人
と
手
を
結
び
、
ま
九
、
国
内
で
も
婦
選
獲
得
同
盟

に
参
加
し
て
運
動
を
活
発
化
し
て
い
た
。
そ
の
う

え
、
キ
リ
ス
ト
者
独
自
の
運
動
体
と
し
て
、
日
本
基

督
教
婦
人
参
政
権
協
会
を
結
成
し
、
十
月
二
十
日
の

W
 
.
S
婦
選
デ
ー
を
一
大
行
動
デ
ー
と
し
て
運
動
を

進
め
た
の
で
あ
っ
九
。
そ
の
動
き
は
、
太
平
洋
戦
争

勃
発
の
数
年
前
ま
で
続
け
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ

こ
に
紹
介
す
る
三
点
の
資
料
は
、
昭
和
九
年
の
婦
選

デ
ー
準
備
の
た
め
、
協
会
本
部
よ
り
岸
和
田
基
督
教

会
員
山
岡
は
る
姉
宅
に
届
け
ら
れ
た
も
の
の
一
部
で

あ
る
。
往
時
の
キ
リ
ス
ト
者
婦
人
の
社
会
的
関
心
と

思
想
お
よ
び
行
動
力
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深

)
0

し

婦
選
デ
ー
開
催
依
頼
状
(
仮
題
)

拝
啓
主
に
在
っ
て
其
後
益
々
御
清
祥
の
御
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
姻
而
今
年
も
亦
来
る
十
月

廿
日
を
参
政
権
協
会
の
誕
生
記
念
日
と
し
て
W
.
S

婦
選
デ
ー
を
挙
行
致
す
こ
と
に
定
め
ま
し
た
。
全
国

の
同
志
、
支
部
皆
様
の
御
参
加
を
お
待
ち
申
し
ま

す
。
今
更
ら
申
す
迄
も
な
く
我
々
が
参
政
権
獲
得
を

目
ざ
す
主
意
は
基
督
の
愛
を
隣
人
に
わ
か
つ
こ
と
、

基
督
に
ょ
る
正
義
を
以
っ
て
国
を
建
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。こ

の
愛
す
る
国
を
よ
り
清
く
よ
り
よ
く
生
す
た
め

に
且
キ
リ
ス
ト
精
神
を
実
践
に
う
つ
す
に
は
ど
ぅ
し

萩
炉
俊
彦

て
も
我
々
婦
人
に
も
参
政
権
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

全
国
の
基
督
者
に
、
わ
け
て
も
婦
人
間
に
徹
底
さ

せ
、
奮
起
を
促
す
べ
く
御
同
様
今
日
ま
で
祈
り
且
っ

努
力
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
日
頃
は
多
忙
の
為
に
こ

の
重
大
な
運
動
も
と
か
く
怠
り
勝
ち
で
す
が
、
目
的

の
貫
徹
す
る
迄
毎
年
こ
の
日
を
婦
選
の
運
動
日
と
し

て
専
心
こ
の
為
に
御
努
力
頂
き
た
く
御
賛
成
を
願
い

ま
す
。
貴
地
方
の
参
政
権
協
会
キ
ャ
プ
テ
ン
名
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
故
そ
の
方
と
も
御
相
談
の
上
適
宜

御
計
画
下
さ
い
ま
せ
。
御
参
考
ま
で
に
当
日
の
運
動

の
案
、
別
紙
に
御
紹
介
致
し
ま
す
故
そ
の
中
か
ら
お

選
び
下
さ
い
ま
し
て
も
結
構
で
御
座
い
ま
す
。
乍
末

筆
貴
支
部
皆
様
の
上
に
御
祝
福
を
祈
り
ま
す
。
草
々

昭
和
九
年
九
月

キ
リ
ス
ト
教
婦
人
参
政
権
協
会
理
事
長
久
布
白
落
実

同
婦
人
矯
風
会
法
律
部
長
柔
木
道
子

支
部
長
様

法
律
部
長
様

(
原
文
ガ
リ
刷
リ
)
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婦
選
デ
ー
参
考
案

一
、
講
演
会
法
律
家
或
は
基
督
教
の
立
場
よ
り
牧

師
其
他
婦
人
で
も
こ
の
問
題
に
御
理
解
あ
る
方
々

の
御
話
を
き
く
こ
と
、
大
講
演
で
も
よ
し
、
或
は

会
員
だ
け
で
お
き
き
に
な
っ
て
も
よ
ろ
し
う
御
座
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い
ま
す
。

ニ
、
座
談
会
御
会
主
催
に
て
こ
の
問
題
の
下
に
、

法
律
家
、
牧
師
、
婦
人
会
長
其
他
適
当
な
る
人
々

を
招
き
御
食
事
で
も
よ
し
、
お
茶
で
も
よ
し
御
一

緒
に
し
な
が
ら
話
し
合
わ
れ
る
こ
と
。

三
、
訪
問
新
聞
社
を
訪
問
さ
れ
て
当
日
の
新
聞
に

婦
選
に
関
す
る
記
事
を
載
せ
て
貰
ふ
ゃ
う
依
頼
す

る
こ
と
。
牧
師
、
教
会
婦
人
会
長
、
伝
道
師
の
方

方
を
訪
問
賛
成
署
名
を
と
る
こ
と
。
家
庭
を
訪
問

会
員
募
集
を
な
す
こ
と
。

附
△
封
入
の
パ
ン
フ
レ
,
ト
を
適
当
に
生
か
し
て
御
使
用
下

き
い
。
不
足
の
場
合
は
送
り
ま
す
。

△
当
日
訪
問
の
際
で
も
集
合
の
際
で
も
よ
し
一
人
一
銭
を

こ
の
運
動
の
為
に
献
金
し
て
頂
き
御
送
附
願
へ
れ
ぱ
幸

で
す
。

△
当
日
の
迎
動
状
況
は
す
ぐ
そ
の
場
で
葉
霄
に
て
も
よ
ろ

し
く
当
方
迄
御
通
知
下
さ
い
。

は
あ
る
ま
い
か
。

一
、
法
治
国
に
於
け
る
唯
一
の
意
志
表
示
は
一
票
で

あ
る
。
全
国
州
萬
の
基
督
者
が
、
我
国
の
国
是
に

対
し
て
時
々
刻
々
の
意
志
表
示
を
為
す
時
、
其
半

数
十
五
萬
の
女
性
は
理
解
と
同
情
を
以
て
其
票
数

を
二
倍
に
す
る
必
要
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
、
社
会
正
義
を
樹
立
す
る
為
め
、
我
等
基
督
者
女

性
は
法
治
国
の
一
員
と
し
て
多
く
の
社
会
的
不
法

不
義
を
正
す
為
め
に
一
票
を
も
っ
て
立
つ
可
き
で

は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
売
淫
の
公
認
に
対
し
、
酒

類
の
無
制
限
販
売
に
対
し
、
平
和
の
要
求
に
対

し
、
母
性
の
保
護
に
対
し
等
々
。
最
近
驚
く
可
き

報
道
が
与
え
ら
れ
て
居
る
。
大
正
十
五
年
中
に
彼

の
出
獄
人
保
護
の
先
達
原
胤
昭
氏
は
一
ケ
年
間
に

親
子
心
中
の
為
め
に
逝
き
し
者
五
0
0
人
と
報
ぜ

ら
れ
た
。
其
後
同
氏
の
息
原
泰
一
氏
は
中
央
社
会

事
業
協
会
主
事
と
し
て
其
後
三
ケ
年
間
即
ち
昭
和

二
年
六
月
よ
り
五
年
六
月
ま
で
の
親
子
心
中
を
報

じ
て
三
八
九
件
、
-
 
0
三
九
人
と
云
は
れ
た
。
其

後
い
よ
く
問
題
が
重
要
視
せ
ら
れ
て
、
全
国
方

面
委
員
連
盟
は
其
後
四
ケ
年
即
ち
昭
和
五
年
七
月

よ
り
同
九
年
六
月
ま
で
に
東
京
、
大
阪
の
朝
日
毎

日
両
新
聞
社
の
報
道
を
基
礎
と
し
て
其
総
数
一
0

C
八
件
、
二
七
八
一
人
と
報
道
し
た
。
こ
の
ハ
ケ
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S
婦
選
デ
ー
、
基
督
者
婦
人
と
参
政
権

③

何
故
の
要
求
か

一
、
基
督
者
も
法
治
国
の
一
員
で
あ
る
、
其
同
じ
一

員
で
あ
る
基
督
者
女
性
が
一
町
村
、
一
縣
、
一
国

の
動
き
を
左
右
す
る
政
治
、
法
律
に
関
し
、
理
解

と
同
情
を
も
っ
て
行
動
す
る
こ
と
は
當
然
の
事
で

(
原
文
ガ
リ
刷
り
)

年
の
報
道
を
通
算
す
れ
ぱ
、
ハ
ケ
年
間
の
人
数
実

に
四
三
二
0
人
で
あ
っ
て
将
さ
に
ハ
ケ
年
間
毎
年

五
四
0
人
平
均
に
、
毎
日
一
人
半
の
割
合
に
こ
の

悲
惨
事
が
行
は
れ
つ
づ
け
九
事
実
で
あ
る
。
こ
れ

が
為
め
に
、
救
護
法
の
適
用
、
方
面
委
員
の
活

動
、
凡
ゆ
る
私
設
社
会
事
業
家
の
活
躍
も
未
だ
及

び
切
れ
ぬ
時
、
我
等
キ
リ
ス
ト
者
婦
人
も
亦
立
っ

て
更
に
母
子
保
護
の
為
め
国
法
の
発
動
を
促
す
必

要
は
あ
る
ま
い
か
、
我
等
は
神
を
信
じ
キ
リ
ス
ト

に
従
ふ
も
の
と
し
て
こ
の
国
を
神
の
御
国
と
為
さ

ん
が
為
め
に
、
法
治
国
に
於
け
る
唯
一
の
武
器
で

あ
る
一
票
の
権
利
を
要
求
す
る
。
然
か
も
団
結
は

力
で
あ
る
団
結
の
力
は
訓
練
に
あ
る
我
等
主
に
あ

る
女
性
は
こ
の
貴
き
一
票
の
力
を
訓
練
と
団
結
と

に
ょ
り
て
其
与
へ
ら
れ
し
日
を
早
く
し
、
且
つ
其

日
の
為
め
に
備
へ
よ
う
で
は
な
い
か
、
敢
て
一
考

を
与
へ
ら
れ
ん
事
を
祈
る
次
第
で
あ
る
。

昭
和
九
年
(
一
九
三
四
年
)
九
月
十
二
日

日
本
基
督
教
婦
人
参
政
権
協
会

東
京
市
淀
橋
市
百
人
町
三
ノ
三
六
0

婦
人
矯
風
会
内

電
話
四
谷
五
八
五
0
番

(
原
文
活
版
刷
り
、
バ
ソ
フ
レ
ッ
ト
形
式
)
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